
 

 

ふるさとぎふ再生基金 ２６年度選定事業等 

 

１．公募事業 

 

１）災害時の県民用食料等備蓄の整備                （２６年度） 

・大規模災害発生時において、県庁舎等に緊急的に避難される県民を受け入れるため

に大会議室等を開放するとともに、必要となる主要品目（食料、飲料水等）をあら

かじめ備蓄しておく。 

【２６年度事業費：１２，８００千円】 

 

２）認可外保育施設防災安全強化事業                （２６年度） 

・認可外保育施設の中から、モデル施設を選定し、必要な防災資材の整備に対して補

助するとともに、公開防災訓練等を実施し、市町村や事業者等に対し、効果的な防

災資材の活用方法等を周知し、県下全域への普及を図るきっかけとする。 

【２６年度事業費：９，５０７千円】 



 

２．その他充当事業 

 

１）防災ヘリ「若鮎Ⅰ」更新                    （２６年度） 

  ・「若鮎Ⅰ」を２６年度中に更新し、防災ヘリ２機による運搬体制を維持することで、

火災防ぎょ活動や捜索救助活動などの緊急事案に対応するとともに、南海トラフ巨

大地震などの超広域災害にも備えた県の防災体制の強化を図る。 

平成２６年度  機体納入 → 訓練 → 緊急運航開始 

【２６年度充当額：７９３，１２９千円（全体事業費：１，１６６，４００千円）】 

 

２）ドクターヘリ運航経費                      （２６年度） 

・救急医療の早期治療の着手と、広域的な患者の搬送により地域医療格差の是正を図

るため、ドクターヘリを用いた救急医療を提供する基地病院（岐阜大学医学部附属

病院）に対し、その費用について補助。 

【２６年度充当額：１２８，７７４千円（全体事業費：２３５，７９６千円）】 

 

 


